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１）Riots Communities and Victims Panel---5 Days in August, An interim report on the 2011 
English riots; ---After the riots, The final report of the Riots Communities and Victims Panel.
　2011年8月の暴動の後に、首相、副首相および公式野党（Official Opposition）のリーダーが、

















２）The Guardian and London School of Economics ---Reading the Riots.
　イギリスの有力日刊紙ガーディアン（The Guardian）とロンドン大学経済政治学院（London 






























































and Victims Panel 2012]。だが、実際に逮捕されたのは4,000人程度であり、現在も暴動関連の捜






























決を受けた暴徒のほとんどはギャングのメンバーではなかったし[Riots Communities and 
Victims Panel 2012]、ギャングが顕著な組織的役割を演じたことを示唆する証拠もほとんど得































































































いる）。[Metropolitan Police Service 2012]
５　IPCCは、イングランドとウェールズにおける警察不服審査制度への公衆の信頼を増進することを目的













導いたかもしれないということは、ありそうに思われる」と述べている。‘Mark Duggan death: IPCC says 
it inadvertently misled media’, The Guardian, 12 August 2011.






















and Victims Panel 2012 : 12]
15　Ministry of Justice, Statistics bulletin, Statistical bulletin on the public disorder of 6th-9th August 2011- 
October update; Home Office, An overview of recorded crimes and arrests resulting from disorder events in 
August 2011, October 2011.
16　Ministry of Justice, Statistics bulletin, Statistical bulletin on the public disorder of 6th-9th August 2011- 
February 2012 update.
17　Dugganの家族は、事件後に与えられた情報が少なかったことや、警察から敬意を払われることがなかっ
たと不満を述べていた。[Ramage 2011 : 2]
18　多くの暴動観察者は、略奪者が特に怒りをもっているようには見えないと報告している。略奪者は、むし
ろ楽しんでいるようにさえ見えたという。[Foreman 2011 : 39] ただし、このような観察は、今回の暴動の
背景（基底）に貧困や社会格差の病理が潜んでいることを否定するものではないであろう。この点の解明
は今後の課題として残されている。
19　[The Guardian and London School of Economics 2011]によれば、インタビュー調査した者の73％が、過
去１年の間に少なくとも１回の停止・捜索を受けていた。また、2009～2010年にロンドンで停止・捜索を受
けた者の28％が黒人であった（ロンドンの人口に占める黒人の割合は11％）。
20　‘Riot burglars face longer in jail under new guidelines’, BBC, 13 October 2011.





２年9か月の刑を受けた例などがある。‘Analysis: Laying down the law on riots’, BBC, 18 October 2011. 
また、Cardiffの若者（25歳）がFacebook上で暴力的な騒乱を促したかどで禁錮4年の刑を科された例があ
る。‘England riots: Four years for Facebook incitement’, BBC, 16 November 2011.
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